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 わが国の農林水産業は、GDPベースでは1％程度にとどまる
が、雇用者数は電気機械・電子部品産業を上回る（2018年時
点）。

 農水産物の流通・加工（食品製造）や外食産業を加えた
「食品産業」でみると、GDPの約1割を占めるほか、雇用者
数は製造業の約8割に達する。

 農業・林業向けの地域銀行の貸出金残高は約67百億円
（22/3月末）、前年度から＋1.9％の増加。構成比は0.2％程度
（出所：ニッキンレポート 2022年8月22日） 。

 構成比のトップ10の銀行は、九州、東北地域に多く、1％
超の先が5行存在（同）。
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１．農業の現状と課題



３．金融とは？
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出所：財務省財政制度審議会歳出改革部会資料 「農林水産（参考資料）」（2020年10月19日）

わが国経済における農業・食品関連産業の位置付け



 農業では、従事者数の減少傾向が続いており、耕作放棄地の
増加等を受けて、農地面積も減少している。

 農業従事者は高齢者のウエイトが高いが、近年、こうした
高齢者の引退が増加している。

 一方で、新規就農者数は横這い傾向を辿っている。

 農業において事業承継が進みにくい理由として、 「他の産業と
比べた所得水準の低さ」、 「労働内容の厳しさ」、「ノウハウ移
転の難しさ」などが考えられる。

 既存生産者は、従来、「勘と経験」で農作業を行っている
ケースが多いため、新規就農者への技術指導が容易では
ない。
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１．農業の現状と課題



３．金融とは？

5
出所：財務省財政制度審議会財政制度分科会歳出改革部会資料 「農林水産」（2021年10月20日）

農業従事者数は「基幹的農業従事者数」の数値。「基幹的農業従事者とは、ふだん仕事として主に自営農業に従事している者をいう（農林水産省ホームページ）。

農業従事者と総人口の年齢階層別の構成



３．金融とは？
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出所：財務省財政制度審議会財政制度分科会歳出改革部会資料 「農林水産」（2021年10月20日）

農業従事者数は「基幹的農業従事者数」の数値。「基幹的農業従事者とは、ふだん仕事として主に自営農業に従事している者をいう（農林水産省
ホームページ）。

年齢階層別農業従事者数の推移
および将来推計

農業従事者数の推移



３．金融とは？
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出所：農林水産省 「令和3年度食料・農業・農村白書」
（2022年5月27日）

新規就農者数の推移 農地面積の推移

出所：財務省財政制度審議会財政制度分科会歳出改革
部会資料 「農林水産」（2021年10月20日）

（万ha）



３．金融とは？
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出所：農林水産省 「令和3年度食料・農業・農村白書」（2022年5月27日）

1経営体当たりの農業経営収支（年間所得）



 農産物流通には、下記のような問題点がみられる。

 電話やファクシミリを使った取引が中心であり、誤発注によ
るトラブルが少なくない。

 ペーパーレス化、キャッシュレス化が遅れており、産地直送
取引を行っている生産者では、代金回収事務などの負担が
重い。

 青果物の多くが産地から東京など大消費地の卸売市場に
送られ、売買成立後に再び地方に輸送されるため、鮮度の
低下に加え、輸送コストとCO2排出量の増加が発生している。

 産地直送取引は、宅配便等を使った少量多頻度輸送を要す
るため、輸送コストが高くなるケースが多い。
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１．農業の現状と課題



 植物は個体ごとに生育差があるため、農業分野では機械化
が難しかった。

 穀物は、他品目（野菜、果樹、花卉など）に比べて、トラク
ターやコンバインなどの導入が進んでいるが、こうした農
機の操縦には熟練を要する。

 農業は自然環境によって大きな影響を受けるうえ、自然環境
は短時間で急変するため、単純な機械化（タイマー設定な
ど）では、収穫量の増加や品質向上に繋がりにくい。

 農業では、自然環境、作業タイミング、作業量などが複雑に
影響して収穫量が決まってくるため、「成功パターン」の再現
性が低い傾向がみられる。
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２．スマート農業への取組み



 近年、IoT、AI、GPS、センシング（センサー活用）、ドローン、自
動運転などを活用したスマート農業による生産性向上が期待
されている。

 実装が始まったばかりのスマート農機は、量産効果が働き
にくく、高価なケースが多いため、小規模な生産者による
導入は容易ではない。

 スマート農機の導入により、省力化効果は発揮されるもの
の、①収穫量の増加や品質向上、もしくは②空いた時間を
使って付加価値の高い作物の生産等に取り組む、など増
収効果が得られない場合には、投資回収が難しい。

 農業生産者の約96％が個人経営であり、従業員を雇
用していないため、省力化がコスト削減に繋がりにくい。
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２．スマート農業への取組み



３．金融とは？

12出所：農林水産省ホームページ「スマート農業の展開について」（2022年8月）



３．金融とは？
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出所：農林水産省ホームページ「スマート農業の展開について」（2022年8月）



３．金融とは？
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出所：農林水産省ホームページ「スマート農業の展開について」（2022年8月）



３．金融とは？
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出所：農林水産省 「令和3年度食料・農業・農村白書」（2022年5月27日）

農業経営体数の推移

個人経営体



 農産物流通においては、①電子商取引（EC）のプラット
フォームを構築し、キャッシュレス化やペーパーレス化を図る
ほか、②共同配送システムの構築を通じて、輸送コストの削
減に取り組む動きがみられる。

 大手農産物流通業者は、生産・流通・加工・販売を一体的に
カバーするスマートフードチェーンの構築を目指している。

 スマートフードチェーンは、①AI出荷予測システム、②AI
消費予測システム、③仮想空間での農産物売買（需給
マッチング）システム、④物流最適化システム、などから
構成されるケースが多い。
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３．農産物流通のDX化



 水産業では、就業者数や漁獲量が減少傾向を辿っている。

 漁業就業者は高齢者のウエイトが高いが、近年、高齢者
の引退が増加している。一方で、新規漁業就業者数は横
這い傾向を辿っている。

 漁獲量の減少は、就業者数の減少に加え、資源枯渇や気
候変動なども影響している可能性。

 水産業における事業承継の難航は、他の産業に比べて所得
水準が低いことが一因となっている。

 漁船漁業は、水揚げの変動が激しく、収入が不安定。

 経営規模が小さい先が多く、機械化の遅れもあって、生産
性が低い。 17

４．水産業の現状と課題



３．金融とは？
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出所：水産庁水産政策審議会第92回企画部会資料1「漁業を巡る現状について」（2021年7月13日）

わが国の漁業生産の動向



３．金融とは？
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出所：水産庁水産政策審議会第92回企画部会資料1

「漁業を巡る現状について」（2021年7月13日）

全産業就業者と漁業就業者の
年齢バランスの比較

出所：水産庁水産政策審議会第93回企画部会資料1

「漁業生産を支える人材確保について（2021年7月21日）

漁業従事者の平均年齢の推移
（経営体階層別）



３．金融とは？
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出所：水産庁水産政策審議会第92回企画部会資料1「漁業を巡る現状について」（2021年7月13日）

漁業就業者数の将来見通し

2019年：14.5万人、2020年：13.6万人（漁業構造動態調査）

実績値 推計値



３．金融とは？
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出所：水産庁 「令和3年度水産白書」（2022年6月3日）

新規漁業就業者数の推移



３．金融とは？
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出所：水産庁 「令和3年度水産白書」（2022年6月3日）

漁業・養殖業の生産量の推移



３．金融とは？

23出所：水産庁水産政策審議会第92回企画部会資料1「漁業を巡る現状について」（2021年7月13日）

沿岸漁業における個人経営体数の割合



３．金融とは？
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出所：水産庁 「令和3年度水産白書」（2022年6月3日）

沿岸漁船漁業を営む個人経営体の経営状況（年間所得）



 海外では、人口増加、健康志向、所得水準の上昇等から、
水産物需要は増加傾向を辿っている。

 海外では、漁船漁業の漁獲量は概ね横這いで推移する一
方、養殖業の生産量が増加しており、養殖業は成長産業と
なっている。

 海外では、水産資源の枯渇傾向を受けて、漁船漁業か
ら養殖業に重点が移っており、養殖業の従事者数は増
加傾向にある。

 北欧等では、経営統合による規模拡大を受けて、養殖
業の生産性が向上し、輸出も増加している。
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４．水産業の現状と課題



３．金融とは？
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出所：水産庁ホームページ 「養殖業成長産業化の推進」（2022年9月6日）

世界の水産物需要の推移と予測



３．金融とは？
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出所：水産庁 「令和3年度水産白書」（2022年6月3日）

世界の漁業・養殖業生産量の推移



３．金融とは？
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出所：水産庁 「令和3年度水産白書」（2022年6月3日）

世界の漁業・養殖業の従事者数の推移



３．金融とは？
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ノルウェーのサーモン養殖事業

出所：水産庁第4回養殖業成長産業化推進協議会「参考資料：我が国の養殖業と成長産業化に向けた論点整理」
（2020年3月10日）



 わが国の養殖業は、海外に比べると経営規模が小さく、機械化も
遅れているほか、経営が厳しい先が少なくない。

 魚粉価格の上昇等から、コストの６～７割を占める餌代が増
加傾向を辿っている。

 生け簀の清掃や死魚の回収などは、潜水士が行っているが、
人手不足によって機動的な作業実施が難しくなり、病害・生育
不良リスクが増している。

 養殖業者の中には、商社金融に依存し、金融機関の融資と比
べて、相対的に高い金利を負担している先もみられる。

 水産庁では、金融機関による養殖業の経営実態の評価に
役立てるため、2020年4月に「養殖業の事業性評価ガイド
ライン」を策定。 30

４．水産業の現状と課題



３．金融とは？
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出所：水産庁ホームページ 「養殖業成長産業化の推進」（2022年9月6日）

魚類養殖業の経営収支

出所：水産庁第4回養殖業成長産業化推進協議会「参考資料：我が国の養殖業と成長産業化に向けた論点整理」（2020年3月10日）



 近年、IoT、AI、センシング、水中ドローンなどを活用したスマート
養殖業による生産性向上が期待されている。

 自動給餌システムの導入により、省力化、残餌減少を通じ
たコスト圧縮や海洋環境の改善などが図られている。

 水中カメラ、水中ドローン、生産管理システムのほか、浮沈
式生簀と自動給餌システムを持つ沖合養殖システムや、ICT
を活用した貝類養殖なども実用化されている。

 自然環境による影響を受けにくく、安定供給が可能な陸上
養殖事業に新規参入する企業も増えている。

 従来は、事業規模の小さな先が中心であったが、近年、
サーモンの大規模養殖事業が計画されるようになった
（年間出荷予定量：2,500～10,000トン）。 32

５．スマート養殖業への取組み



３．金融とは？

33

出所：水産庁ホームページ 「養殖業成長産業化の推進」（2022年9月6日）

生産管理システムの事例水中ドローンの事例



３．金融とは？
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自動給餌システムの事例 給餌管理システムの事例

出所：水産庁 「令和元年度水産白書」

出所：水産庁ホームページ 「養殖業成長産業化の推進」（2022年9月6日）



３．金融とは？
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出所：水産庁スマート水産業現場実装委員会令和4年度の活動「漁業スマート化の可能性（講師：KDDI株式会社阿部博則氏）」



３．金融とは？
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出所：水産庁水産政策審議会第93回企画部会資料1「養殖業の成長産業化について」（2021年7月21日）
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３．金融とは？
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陸上養殖事業者数の推移

陸上養殖事業者の生産種別事業者数と事業規模

出所：水産庁 「令和3年度陸上養殖実態調査委託事業の結果」



 水産物流通については、①産地の卸売市場で電子入札を導入
する動きや、②卸売市場（買受人）と小売店・飲食店を結ぶ電子
商取引（EC）のプラットフォームを構築する取組みなどがみられる。

 水産物流通においては、伝票やファクシミリを使った取引が
中心であり、誤発注等によるトラブルも少なくない。

 小売店・飲食店は、卸売市場内の買受人（仲卸業者）を往訪
して仕入れを行っているが、商品の詳細な情報が必ずしも十
分に提供されていないケースがみられる。

 水揚げ量の少ない魚は、小売店・飲食店の情報不足から
需要が少なく、産地で自家消費もしくは廃棄される「低利
用魚」となっており、漁業従事者の収入に繋がっていない。
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６．水産物流通のDX化



３．金融とは？
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出所：水産庁 「令和2年度水産白書」 出所：水産庁 「令和元年度水産白書」

ICTを活用した水産物流通プラットフォームの事例

ウーオ
（小売店向け）

フーディソン
（飲食店向け）


